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053. NPO商庖街(1)
鳥測朋子 (大阪市立大学大学院創造都市研究科博士(後期)課程)
はじめに
地方都市では、郊外型の大型庖におされ、各地の
商屈街の低迷が益々、深刻になっている。どこも独自
の振興策を講じているが、恵まれた環境が整った成功
事例はあるものの大多数の商庖街が苦戦を強いられて
pる状況である。このたび、和歌山市みその商屈街に
NPOが集積する現象に着目し、 NPOによる商庖街の
活性化効果について考えてみた。
1 .みその商庖街
. rみその商届街」はJR和歌山駅近く に立地していた
闇市のあとに、東通り、中通り、西通りから成ってい
る。路面電車が走っていた当時は、交通の結節点とい
う利点も生かし、通勤・通学者で賑わいを見せていた
が、現在は閉庖時間も夕方7時頃と短くなり、商庖主
の高齢化に伴い空き底舗6割以上のシャッタ一通りと
化した。また、商庖街の通りを自動車が通行したり、
シャッターの閉まっている底舗前に駐車するなどのマ
ナーの悪さも目立つている。現在、屈舗数80のうち13
屈舗をアソシエーション ・社会的企業が運営している。
(注 :和歌山市内には、和歌山城付近に立地する、ぶ
らくり丁商屈街が中心市街地として栄えてきた歴史が
ある。繁華街にある「よそゆきJの商屈街である「ぶ
らくり丁商庖街jに対し 「みその商庖街jは「普段着」
の地元商庖街として差別化してきた)
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図1:みその商屈街現況図 (2013年1月現在)(出所)烏測朋子(2012)
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表 1: NPO現況図対応表(出所)鳥測朋子 (2012)
団 体 名 みその商底街 法人設立進出
① NPO法人わかやまNPOセンター 2007年1月 2002年4月「紀州まちづくりセンター きません?J 
① NPO法人和歌山こどもの広場 2009年4月 2010年9月「こどもの広場J
① カフェ&雑貨絵本ぐるぐる 2009年4月 2002年4月(NPOセンタ 直ー営)
④ 高齢者生協「みその交流サロンj 2009年1月 1999年12月
① NPO法人紀州レンジャーズ 2010年1月 2008年6月
@ NPO法人成年後見紀ノ国サポー トセンター 2010年1月 2010年11月
⑦ NPO法人おもちゃばご 2011年1月 2004年9月「コミュニティスペー ス み遊じかるj
③ NPO法人和歌山盲ろう者友の会 2011年4月 2007年5月rSAORIはあと・つう・はあと」
@ みそのパル (A氏オー ナー ・社会的企業) 2011年10月
⑮ NPO法人WACわかやま 2012年l月 2001年1月「ふれあいの居場所ほっこりさんj
⑪ 一般財団法人共助のまちづくり協会 2012年6月 2010年9月「アートサポートセンタ-RAKUJ 
⑫ NPO法人野菊の会 2012年7月 2012年12月
⑬ 生活協同組合コー プ自然派 2012年9月 2012年3月「コミュニティスペー スWAJ
2.事例の検証
現在、みその商庖街には、 12のアソシエーション
が事務所・ショップを構え、社会的企業1が立地し
ている。
(1) NPO集積のプロセス
もともとNPO法人わかやまNPOセンター(以下、
NPOセンタ )ーは、 和歌山市駅前のピルの 3階に
事務所を構えていた。「みその」はJR和歌山駅が近
く、パスターミナルもあり、交通の結節点として魅
力がある。活動をエリアで考えるなら、アクセスの
良い現物件が好ましいという決定に至った。NPOセ
ンタ 一事務所の家主は、みその商庖街内にいくつか
の物件を所持しており、商屈街組合理事を通して、
NPOセンターとの縁ができた。2007年11月に、みそ
の商屈街中通りの角地にNPO法人わかやまNPOセン
タ一事務所「きません?Jがオープンした。
2009年4月から今日までに12のアソ シエーションが、
みその商庖街に集積した(図2)0NPOセンタ一理事S
氏はインタビューで、 NPOセンターが意識的に集積を
仕掛けたわけではないが、中間支援組織と してみその
に集まってきたNPOとは情報共有し、ネットワーク化
を図っていると言う。また、 NPOセンターの存在がみ
その商庖街に可能性を感じさせる契機となったこと。
和歌山駅前にあ りながら、 中心市街地活性化の補助
金を活用できなかったみその商庖衝でNPOセンタ ー
が情報発信しイ ベン トを展開していく中で、その可能
性を行政も認めるようになってきたことが、みそのに
NPOが集積した所以ではないかと指摘する。さらに、
JR和歌山駅前だという地の利が良いこ とを改めて認
識したことが大きいと言う。つまり、 NPOセンターは
中間支援組織としての役割を果たしつつ、 NPOがみ
そのという場に可能性を見出し、行政からの評価も含
めてNPOがNPOを生んでいく動きが出てきた結果と
して集積したと考えられよう。
図2:NPO法人わかやまNPOセンタ-rきません?J(出所)筆者撮影
表2: NPOの集積(出所)鳥淵朋子 (2012)
年代 状 況
2007年11月
2009年 4月
2009年 4月
2009年11月
2010年 1月
2010年11月
2011年 1月
2011年 4月
2011年10月
2012年 1月
2012年 6月
2012年 7月
2012年 9月
みその商庖街中通りの角地にNPO法人わかやまNPOセンタ一事務所 「きません?J (以下、 NPOセ
ンター)が開設。NPOセンタ はー、 2007年に設立された県内NPOの中間支援組織である。和歌山
市駅前ピルの3階に事務所があったが、[人の目線に届く場所jを求めてみその商届衝に移転した。
NPO法人和歌山こどもの広場が開設。子どもの居場所、保育サービスを提供している。家主と
の関係を副理事長A氏がつなぎ、賃貸契約を結ぶ運びとなった。和歌山市の 「商庖街のコミュニ
ティ機能強化支援事業」に採択されており、 NPOセンターがマ ッチングの労をとった。
カフェ&雑貨「絵本ぐるぐる」が開設。NPOセンターの直営で同様に 「商庖街のコミュニティ機
能強化支援事業jを充当している。Iアートで支える、絵本でつなぐJを合い言葉に商癌街の活性
化と作業所・福祉施設の支援に取り組む。1階部は絵本、雑貨ショップ、 2階はフ リー スペースの
カフェとなっている。
高齢者生協「みその交流サロンj開設。フロアをシェアしている。家主は、社会福祉法人一麦会
関係者が出資し、有限会社アルテーロを設立しピルを購入し、 2団体に貸している。この動きは
全くの偶然でー ある。
NPO法人紀州レン ジャ ーズがNPOセンターの向かいのピルに入居。2階部は事務所、1階部は、
スポーツパーを営業。週1回程度、不定期ではあるが、ス トレッチや身体づくりを指導する教室
をするということで 「商庖街のコミュニティ機能強化支援事業jを充当している。立地について
NPOセンターの働きかけはなかった。
NPO法人成年後見紀ノ国サポートセ ンターが開設。認知症、知的障害、精神障害などの理由で、
判断能力の不十分な方々の権利を守り保護し、支援する活動の拠点である。高齢者生協 「みその
支流サロン」とスペースをシェアする。
NPO法人おもちゃばこが障害児の居場所である「コミュニティスペースみ遊じかるjを開設。
「和歌山県新しい公共の場づくりのためのモデル事業」 を充当し、 NPOセン ターが場所選定のた
めに相談にのり、 マッチングした。作業所からのパスが和歌山駅前に着くため、地の利の良さが
決めてとなった。
NPO法人和歌山盲ろう者友の会 rSAORIはあと ・つう ・はあとjが開設。さをり織りの工房を運
営。集う場を求めていた団体に対し、NPOセンターが相談にのり、事業を充当して現在の場所に
工房を立地するまで、NPOセンタ ーが関わり、 支援、協力を続けている。
A氏が個人所有で「みそのパルJをオープンする。庖主として地に足のついた活動を開始する拠点
となっている。ひきこもりの若者をインタ ーンシップの場と して受け入れる社会的企業である。
NPO法人WACわかやま「ふれあいの居場所ほっこ りさんJをオープン。高齢者の居場所として、
1日20食限定でコ ミュニテイランチを提供している。「和歌山県新しい公共の場づくりのためのモ
デル事業jを充当した。
一般社団法人共助のまちづくり協会 「アートサポートセンタ-RAKUJがオープンした。社会福
祉法人一麦会麦の郷所有の建物1階部を賃貸。
NPO法人野菊の会が開設。成年後見をはじめとして、終活、身寄りのない人のお墓や葬儀の相談
業務を行っている。ここは、和歌山県NPOサポートセンター (NPOセンターが指定管理)(以下、
サポセン)が立地の相談に乗っており、サポセンの副センタ ー長は、NPOセンタ ー副理事長のS
氏が務めている。
生活協同組合コー プ自然派和歌山の[コミュニティスペースWAJがオープン。食の安心・安全を
売りにしている。会員向けのサロンだが、イベントの際には広報を含めてt情報発信を行っている。
10 
3.商庖になじんでいくNPO
みその商屈街の地権者は、 庖舗の上階部居住者と
別住居をもっ者で意識が大きく異なり、 現在12のア
ソシエーションに賃貸契約をしている地権者は、すべ
て商庖街居住者ではない。住居を別にしている地権
者は、組合に 「庖舗を貸しても良pJと連絡しており、
マッチングが整えば、新参者を受け入れることは可能
である。
2010年6月の商庖街組合理事改選で、新任理事であ
る46歳のK氏と34歳のA氏がいきなり副理事長に任
命された。K氏は和歌山市在住ではないが、保険代理
屈経営者で祖母、母親の2代が商庖街内でボタン屋を
経営していた。ファイナンシャルプランナーで 「絵本
ぐるぐるJの家主でもある。 A氏はNPOセンターの副
理事長で、訪問理美容ハンズの代表も務める。新副理
事長2名は、新人の発想と行動力でどんどん商居街に
新風を吹き込んでいった。A氏は、 NPOセンターの副
理事長でいわばよそ者だったが、後に「みそのパjレj
となる物件を個人購入したことで組合員となった。飲
食屈を経蛍するということで、商屈衝に複数の庖舗
を所有する酒屋と取引をすることとなった。酒屋から
すればA氏はお客様ということになり、両者の関係性
に変化が生じてきた。また、クーラーの設置は商庖街
内の電気屋に依頼したり、できるだけ商庖街の庖舗と
仕事の持ち合いをできる関係を深め、個人的なつなが
りを形成していった。A氏はインタビューで「自分も
プレイヤーになることで生のやりとりができるように
なっていく。お互いさまの関係ができていけば、徐々
にではあるが各商屈との関係も良くなっていくだろ
うJと述べている。
図3:みそのパル (出所)筆者撮影
高齢者夫婦経営の生地屋は閉店を決めているが、商
品が売り切れるまで営業すると言う。「絵本ぐるぐるJ
の若い女性職員が購入した生地でテーブルクロスを作
り使用する。何度も行き来するうちに、 心やすくなり
高齢の経営者の寂しい気持ちも孫世代の若いNPOス
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タッフがシェアすることで、より信頼感が増し、関係
性は深まってきた。「ほっこりさん」のスタップはほと
んどが65歳以上の高齢女性だが、スタッフは自分の
衣料を隣の年配の女性向けの衣料品屈で買うことを心
がけ、世間話をする中で顔なじみとなり交、流を図って
いった。衣料品屈主が「ほっこりさんJにコーヒーを
飲みにくるとともある。また、「鮮魚居」からは「近海
の新しい魚が入った。安くしておくからどうだjと声
をかけてもらうこともある。「生花屈jも「数本おまけ
しておいたよJと商屈街の一員になりつつある。商屈
街とNPOとの関係に少しずつ変化が見られるように
なってきた。
図4:ほっこりさん (出所)筆者撮影
「紀州レンジャーズjが始めた 「スポーツパー」は、
アルコールやソフトドリンクについて、商庖街内の酒
屋から仕入れてサービスする。ただし、フードについ
てはキッチンも小さくサービスできないので、「お好
み焼きJiさしみJi焼き鳥JiサラダJ等は、近隣の商屈
と連携して提供している。単独ではサービスできない
が、近隣の助け合いと商売を支えあうWlll-Wlllの関係
の一つであり、商業の相乗効果でもある。昔の商居街
では見られた商屈同士の仕事の持ち合いのような姿が
少しずつ見られるようになってきた。
NPOスタッフが弁当や総菜を商庖街内の商店で購
入する機会に言葉を交わすことを続けていくうちに、
NPOを横目でみていた商庖主たちも徐々にNPOへの
理解を示し、若い世代が商届街にいることを歓迎する
機運が高まりつつある。
NPO同士のつながりも強化してきた。「アートサ
ポートセンターRAKUJは障害者の就労支援をしてお
り、「盲ろう者友の会」と共通のミッションが存在す
る。「アートサポートセンターRAKUJのオープニン
グには、「盲ろう者友の会Jと共同企画で「世界でひ
とつだけの織りj作品展が開催された。障がい者の作
品を販売するという行為のみならず、マインドを共有
することで強い信頼関係を築いている。これらの活動
は、エイブル・アート・ムーブメント=可能性の芸術
運動にもつながるものとなっている。
{参考文献]
鳥湖l朋子 (2012)fNPOの集積による商庖街の再生一和歌
山市みその商庖街を事例として-H都市研究J第12号。
図6:はあと・つう・はあと(出所)筆者撮影
図7:アートサポートセンターRAKU(出所)筆者撮影
054.地域における環境マネジメント活動の
可能性-神戸環境マネジメントシステL
(KEMS)の取組み一
山村和宏 (1)(株式会社創造と協働のまちづくり研究所代表取締役、
大阪市立大学大学院創造都市研究科客員研究員、博士(創造都市)) 
こうべ環境フォーラムは平成15年11月に設立された
神戸環境マネジメントシステム(以下、 fKEMSJと言
う)審査登録制度の運営団体であり、行政、事業者団
体、企業等によって構成されています。本稿では、 こ
うべ環境フォーラム事務局が作成した資料、神戸市
ホームページに掲載されている関連文書等に基づき、
こうべ環境フォーラムが推進するKEMSの概要と取組
みについて紹介し、地域における環境マネジメント活
動の可能性について報告します。
1. KEMS設立の背景と経緯(2)
今日の環境を取り巻く状況を見ると、法律や条例
の遵守にとどまらず、環境に配慮、した活動の推進を
めざし、活動に伴うエネルギーや資源の消費を自主
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的に節減し、その管理に努めることによって、環境
への負荷を少なくすることが、企業等の社会的責任
として要請されています。そのための手段のーっと
して、環境マネジメン トシステムがあります。 しか
しながら、環境マネジメントシステムの国際規格で
あるIS014001は、規模的 ・経済的等さまざまな理由
から、中小規模の組織にとって、乙の規格の認証取
得にすぐには取組みにくいのが実情となっています。
そこで、平成15年11月に 「こうべ環境フォーラムJが
設立され、「具体的で、取組み易く、かっその取組みに
よりコスト削減などのメリ ットにつながる」環境マ
ネジメントシステムを行政と民聞が協働で創設しま
した。その仕組みがKEMS審査登録制度です。
